
 北朝鮮核実験（水爆？）1月 6日 10 時半頃 豊渓里の可能性（北緯 41.6 度東経 129.2 度）  

  風向きからプルームが到達する可能性が強い要注意エリアを考え放射能に備えましょう。 

Ⅰ 豊渓里（プンゲリ）核実験場 キムチェク北 50～60km 北海道・青森・秋田沿岸まで約 890km 地点 

  
 

Ⅱ 高度毎の風向 

１）上空 約５５００ｍ 偏西風 風速は早い時は約 100m/s 、890km は約 2.5 時間で到達 

 
  ↑1 月 6 日午前 9時             ↑1 月 6 日午後 9時 

  ＊気象庁発表の GSMモデル（スーパーコンピューターシミュレーション）による 



２）上空 約 1500ｍか？ 2016.1.6 午後 3時、午後 9時、 1.7 午前３時、午前９時 風速は不明 

 

 

３）地上 10m 風速 2016 年 1 月 6 日～7日 

①	 午前 10 時                  ② 12 時 

 
＊日本海上の風速は６ｍ/s 前後が多い、仮に６m/s とすると約 41 時間ほどで北海道・青森沿岸に到達

する。島根県等山陰沿岸まで約 660km なので約 30 時間で到達することになる。 

 

 

 



③午後 3時                    ④ 午後 9 時 

 
⑤1 月 7 日午前 3時               ⑥ 1 月 7 日午前 9時             

  

 ⑦1 月 7 日午後 3時 

  
出典 １）と２）は HP「気象予報士 Kasayan のお天気放談」 より 

  http://blog.livedoor.jp/kasayan77/tag/%E5%81%8F%E8%A5%BF%E9%A2%A8 
３）は 「福島第一原発周辺の風向きマップ」より 

  http://agora.ex.nii.ac.jp/earthquake/201103-eastjapan/weather/gpv/wind/ 
 

（北朝鮮の核実験実施の報により緊急にまとめました。気象は素人であり解釈の間違いがあるかもしれま 
 せん。ご参考までにお知らせします。詳しくは上記 HPでご確認を 三陸の海・岩手の会 永田） 

 

 

参考 空間線量率測定データは下記HP で 

チェックを。③がわかりやすいです。 
①環境放射線等モニタリング公開システム 
http://housyasen.taiki.go.jp/ 
 
②ただいまの空間線量 ホワイトフード 
http://news.whitefood.co.jp/radiationma
p/ 
 
③ 放射線モニタリング情報 規制委員会 
http://radioactivity.nsr.go.jp/map/ja/are
a.html 
 


